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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

内部一元化にらんだ人事内部一元化にらんだ人事
法
人
課
税
調
査
部
門
上
席

か
ら
管
理
部
門
上
席
へ
の
転

課
発
令
が
目
立
っ
て
増
え
て

い
る
。
１
署
で
４
人
同
時
と

い
う
署
も
で
た
。

21
年
夏
、
全
国
一
斉
に
内

部
一
元
化
へ
移
行
す
る
と
表

明
し
た
当
局
は
、
一
元
化
の

試
行
を
今
事
務
年
度
全
国
48

署
に
拡
大
す
る
が
、
そ
の
後

の
拡
大
は
考
え
て
い
な
い
と

い
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
４

７
６
署
が
ぶ
っ
つ
け
本
番
で

内
部
一
元
化
を
行
う
こ
と
に

な
る
。
一
元
化
部
署
で
は
収

入
官
吏
が
受
け
持
つ
業
務
を

誰
で
も
や
る
こ
と
に
な
る
。

管
理
部
門
の
職
員
に
し
て

み
れ
ば
、
課
税
関
係
の
相
談

業
務
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
要
は
「
一
人
税
務

署
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

一
人
が
税
務
署
内
部
事
務
の

全
業
務
を
こ
な
す
の
が
一
元

化
だ
。

今
回
の
交
流
人
事
は
、
試

行
署
に
限
ら
ず
、
全
税
務
署

で
一
元
化
に
向
け
た
体
制
作

り
を
し
て
い
く
と
い
う
配
置

上
の
具
体
化
で
あ
る
。
あ
と

２
年
同
じ
傾
向
が
強
ま
る
と

予
測
さ
れ
る
。

個
人
と
資
産
の
交
流
も
増

え
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
調
査

と
確
申
期
の
あ
り
方
に
直
結

す
る
。
個
・
資
一
体
運
営
の

布
石
か
。

ポ
ス
ト
昇
任
で
は
、
ポ
ス

ト
在
職
者
の
退
職
が
増
え
て

い
く
関
係
で
、
ポ
ス
ト
昇
任

数
は
増
え
、
い
わ
ゆ
る
一
般

上
席
か
ら
の
昇
任
も
増
加
し

た
。
し
か
し
、
停
滞
を
解
消

す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、

管
理
と
賦
課
の
交
流
増
大

課
題
は
い
ず
れ
も
積
み
残
し

予
告
、
発
令
、
着
任
と
毎
年
夏
の
風
景
が
今
年
も
繰
り
返
さ
れ
た
。
転
居
、
単
身
、
遠
距
離
通
勤
…
…
公
務
の
要
請
の

名
の
下
に
、
当
局
の
発
令
に
よ
っ
て
職
員
は
、
あ
き
ら
め
の
心
理
の
中
で
生
活
を
再
構
築
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
。
全
国
税
が
「
上
席
以
下
の
単
身
は
２
年
を
原
則
と
す
る
」
を
勝
ち
取
り
定
着
さ
せ
た
。
だ
が
、
拘
束
時

間
延
長
は
再
び
深
刻
な
影
を
落
と
し
、
今
年
の
人
事
発
令
は
当
局
の
姿
勢
が
試
さ
れ
て
い
た
。
結
果
を
見
れ
ば
、
諸
課
題

の
解
決
を
先
延
ば
し
に
し
、
数
年
先
の
機
構
改
革
を
に
ら
ん
だ
人
事
を
選
択
し
た
当
局
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

若
手
抜
擢
を
継
続
し
て
い
る

た
め
、
「
塩
漬
け
」
の
上
席

層
が
希
望
を
も
て
る
発
令
状

況
で
は
な
い
。

異
動
保
障
関
係
で
の
配
慮

は
な
く
、
在
署
年
数
が
長
期

化
し
て
い
る
。
課
題
は
、
積

み
残
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

全
国
税
組
合
員
に
対
す

る
差
別
人
事
は
明
白
な
国

公
法
上
の
不
法
行
為
で
、

こ
の
よ
う
な
下
で
民
主
的

な
職
場
は
あ
り
え
な
い
。

職
場
全
体
の
問
題
と
し

て
差
別
是
正
を
当
局
に
求

め
て
き
た
が
、
右
表
の
発

令
を
勝
ち
取
り
、
い
わ
ゆ

る
一
般
上
席
か
ら
の
発
令

や
、
国
専
格
差
の
是
正
な

ど
、
職
場
全
体
の
発
令
に

も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

し
か
し
、
普
25
・
26
期

は
解
消
せ
ず
、
当
局
は
不

当
差
別
を
継
続
。
怒
り
を

も
っ
て
抗
議
す
る
。

組
合
差
別
続
け
る
当
局

は
伝
わ
ら
な
い
。
経
験
豊
か

な
女
性
職
員
の
退
職
が
散
見

さ
れ
る
の
も
無
理
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

３
年
間
で
わ
ず
か
に
２
ポ

イ
ン
ト
程
度
し
か
改
善
で
き

な
か
っ
た
昇
任
割
合
を
、
数

値
を
示
し
て
改
善
す
る
計
画

を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
当

局
の
姿
勢
が
そ
の
ま
ま
反
映

し
た
か
た
ち
だ
。

◇
　
　
　
◇

拘
束
時
間
延
長
で
、
子
育

て
中
の
女
性
職
員
の
配
転
は

深
刻
な
問
題
だ
。
国
税
労
組

系
が
「
お
母
さ
ん
安
心
し
て

く
だ
さ
い
」
と
機
関
紙
宣
伝

し
た
が
、
個
別
の
配
転
は
組

合
と
し
て
一
切
関
知
し
な
い

と
い
う
。
安
心
で
き
な
い
こ

と
を
い
か
に
も
勝
ち
取
っ
た

よ
う
に
言
う
な
ど
、
無
責
任

さ
が
目
に
余
る
。

長
補
佐
な
ど
の
目
玉
的
登
用

と
、
統
括
官
・
特
官
へ
の
昇

任
数
微
増
が
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
あ
と

何
年
か
か
る
の
か
と
女
性
職

員
を
落
胆
さ
せ
る
発
令
数
で

あ
り
、
職
場
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

部
下
職
員
が
保
育
を
理
由

と
し
た
配
転
希
望
を
身
申
に

書
い
た
と
こ
ろ
、
細
か
く
チ

ェ
ッ
ク
し
た
人
事
課
か
ら

「
こ
の
保
育
園
は
延
長
保
育

が
あ
る
で
は
な
い
か
。
理
由

を
書
き
直
さ
せ
ろ
」
と
指
示

さ
れ
た
統
括
官
が
い
る
。

子
育
て
に
配
慮
し
た
配
転

発
令
も
あ
っ
た
。
職
場
で
は

「
良
か
っ
た
ね
」
と
周
り
の

職
員
か
ら
声
が
掛
か
っ
た
。

一
方
で
配
慮
さ
れ
ず
退
職
せ

ざ
る
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
事
例
も
見
ら
れ
、
こ
と
子

育
て
配
慮
に
関
し
て
各
局
当

局
へ
の
評
価
が
分
か
れ
る
。

大
武
元
長
官
が
言
っ
て
い

た
よ
う
に
、「
人
材
を
大
切

に
し
た
い
の
な
ら
、
子
育
て

に
配
慮
し
す
ぎ
と
い
う
こ
と

は
な
い
」。
補
正
発
令
も
検

討
す
べ
き
だ
。

女
性
登
用
・
採
用
改
善
の

到
達
状
況
を
明
ら
か
に
し
、

改
善
の
継
続
を
表
明
し
た
庁

当
局
。
直
後
の
人
事
で
女
性

職
員
の
ポ
ス
ト
昇
任
や
登
用

が
注
目
さ
れ
て
い
た
。

副
署
長
、
総
務
課
長
、
課

女
性
登
用
進
ま
ず

子
育
て
「
天
国
と
地
獄
」

「
統
括
か
ら
上
席
に
７
人

が
降
格
さ
れ
た
。
一
人
は
希

望
だ
が
、
後
は
『
仕
事
を
し

な
い
』
『
表
に
出
な
い
不
祥

事
』
を
理
由
に
当
局
が
降
格

し
た
」
と
い
う
話
が
東
京
局

で
飛
び
か
っ
た
。
降
格
は
間

が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

激
務
で
病
気
に
な
り
、
病

気
に
な
れ
ば
「
職
責
を
果
た

さ
な
い
」
と
降
格
す
る
当
局

の
降
格
人
事
は
、
懲
罰
を
通

り
越
し
て
い
る
。

他
省
庁
と
比
較
し
て
も
飛

び
ぬ
け
て
お
り
、
国
税
庁
の

降
格
人
事
は
異
常
で
あ
る
。

降
格
さ
れ
た
。
一
元
化
試
行

が
「
人
体
実
験
」
の
場
に
な

っ
て
い
る
と
全
国
税
は
指
摘

し
続
け
て
い
る
が
、
こ
の
降

格
人
事
は
象
徴
的
で
あ
る
。

連
調
官
の
降
格
は
職
務
の

厳
し
さ
の
現
れ
で
あ
る
こ
と

違
い
な
く
確
認
で
き
る
が
、

理
由
は
不
明
で
あ
る
。

連
調
官
か
ら
特
官
付
上
席

も
出
て
い
る
。

内
部
一
元
化
試
行
署
の
内

部
担
当
の
要
と
も
言
う
べ
き

連
調
官
が
、
降
格
を
希
望
し

異
常
な
降
格
人
事
、
国
税
庁
突
出

満
員
御
礼
の
垂

れ
幕
が
下
が
り

人
気
が
戻
っ
て

き
た
感
の
あ
る

大
相
撲
で
あ
る

が
、
名
古
屋
場

所
７
日
目
に
暴

行
騒
ぎ
が
起
こ
っ
た
▼
前
頭

東
３
枚
目
の
露
鵬
（
ロ
シ
ア

出
身
）
が
大
関
千
代
大
海
と

の
取
組
後
に
カ
メ
ラ
マ
ン
２

人
を
平
手
で
殴
っ
た
と
い
う

も
の
だ
。
土
俵
上
で
張
り
手

を
食
ら
っ
た
力
士
が
脳
震
と

う
を
起
こ
し
、
そ
の
ま
ま
倒

れ
る
光
景
も
ま
ま
あ
る
。
力

士
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
力
が
あ

る
。
幸
い
軽
症
で
す
ん
だ
よ

う
で
あ
る
が
、
許
さ
れ
る
こ

と
で
は
な
い
▼
と
か
く
外
国

出
身
の
力
士
は
日
本
の
礼
儀

が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
わ

れ
る
が
、
ど
こ
の
国
の
ど
ん

な
ス
ポ
ー
ツ
で
も
フ
ェ
ア
プ

レ
ー
が
要
求
さ
れ
る
▼
勝
負

が
つ
い
た
後
は
、
互
い
の
健

闘
を
た
た
え
る
の
で
な
け
れ

ば
ス
ポ
ー
ツ
は
成
り
立
た
な

い
。
格
闘
技
は
単
な
る
喧
嘩

で
は
な
い
。

〈
出
題
〉
九
段
　
西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉
桂
が
主
役
の
攻

め
で
…
…
。（

10
分
で
初
段
）

持
駒
　
金
銀
桂
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18
事
務
年
度
の
年
間
計
画

と
運
営
に
関
し
て
、
全
国
税

は
７
月
３
日
、
下
記
の
要
求

書
を
提
出
し
た
。

今
事
務
年
度
の
焦
点
は
、

平
成
21
年
夏
の
機
構
改
革
に

向
け
た
内
部
事
務
一
元
化
の

試
行
拡
大
。
死
亡
者
ま
で
出

し
た
確
申
期
の
運
営
転
換
も

大
き
な
課
題
で
あ
る
。

「
セ
ン
タ
ー
方
式
拡
大
」

「
部
門
活
性
化
」
「
調
査
日
数

確
保
」
「
若
手
育
成
」
な
ど
、

様
々
な
新
規
施
策
も
テ
ン
コ

盛
り
。
危
機
管
理
強
化
で
も

時
間
を
と
ら
れ
、
あ
る
統
括

官
は
「
こ
れ
で
件
数
や
率
を

い
わ
れ
た
ら
体
が
も
た
な

い
」
と
早
く
も
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
る
。
職
場
が
一
丸
と
な

っ
て
要
求
実
現
を
迫
ろ
う
。

事
務
計
画
と
運
営

最
低
限
こ
れ
だ
け
は

七夕行動で賃下げ策動阻止。人事院に抗議

事務計画に関する要求書

平成18年度事務計画への要求
（１）基本要求
①　事務計画を策定にあたっては、増差件数主義を排し、ゆとりあ
る事務運営の確立、署の実情に即した施策の実施など現場の判断
を尊重すること。
② 休日「開庁」、出勤施策をとりやめること。コールセンターなど
センター方式の拡大は、当組合との十分な協議を尽くすこと。
③　事務計画は、労働組合、職員と協議し、理解と納得を得て策定
すること。
④　７月の勤務時間変更後、増加した勤務時間帯での労働強化を排
すること。
⑤　「最適化計画」の実行、内部事務一元化試行については、長年
の経験の尊重、処遇改善になる、定員減らしの策としない、そし
て労働軽減につながるものとすること。

（２）内部事務の一元化試行に関する要求
①　新システム構築前に、旧システムによる「人体実験」的な労働
を無理強いしないこと。
試行は新システム開発後に行うこととし、システム構築にあた
っては、エンドユーザーである現場職員の意見を反映させる措置
を必ずとること。
仕事の流れにシステムを適合させるようにすること。そして、
業者への丸投げは行わず、当局としての管理責任を果たすこと。
②　十分な研修を保障すること。
③　勤務時間内処理原則を職員に明示すること。
④　当該事務への職員配置にあたっては、その将来にわたる処遇を
説明し、職員希望を尊重して行うこと。
⑤　アウトソーシングについては、そのあり方につき当組合と協議
し、合意を得ること。

（３）調査・徴収および内部事務に関する要求
①　増差・件数・不正など計数管理の強化につながる計画策定や、
事務運営手法を採用しないこと。
②　広域運営・併任発令について、そのあり方につき当組合と協議
し、合意を得ること。その発令にあたっては、職員の負担を考慮
したものとし、また、事務年度途中での変更を行わないこと。
③　慢性的な超過勤務状況を改善するため、現行内部事務部門（担
当）を質量ともに充実する措置を優先すること。

（４）確定申告期事務に関する要求
①　心身両面にわたる健康最優先の事務計画とすること。「立ちっぱ
なし労働」という労働形態は確定申告期事務から完全に排除するこ
と。
②　局署一体で真に挙署体制といえる人員配置を行い、超過勤務を
大幅に削減することを目標に掲げること。
③　税務職員としての誇りを貶め、健康を破壊する「巡回指導」方
式強要は行わず、納税者サービス拡充につながる「対面相談」方
式に改めること。
④　個人課税事務における長年の経験・知恵を無視し、機械的な効
率主義に陥った前年の事務計画を見直し、適正・公平な課税の実
現を担保できる期限直後事務とすること。
⑤　「日曜開庁」はやめる方向で見直しを行うこと。休日開庁・出
勤の拡大は計画しないこと。

二
重
に

地
域
較
差
を
拡
大

―
―
人
事
院
の
企
業
規
模
引
き
下
げ

７
月
７
日
、
１
ヵ
月
後
の

人
勧
を
に
ら
み
、
人
事
院
と

政
府
に
向
け
た
行
動
を
展
開

し
た
。
７
月
25
日
に
も
全
国

か
ら
上
京
団
を
組
ん
で
中
央

行
動
を
展
開
し
、
人
事
院
の

悪
行
を
止
め
る
た
め
に
奮
闘

し
て
い
る
。

人
事
院
の
参
事
官
は
、
給

与
比
較
調
査
の
中
間
段
階
だ

が
、
民
間
の
賃
上
げ
は
ト
ヨ

タ
の
１
千
円
が
最
高
額
と
な

「
お
れ
達
は
職
員
じ
ゃ
な

い
の
か
！
」
―
―
再
任
用
者

の
怒
り
が
収
ま
ら
な
い
。

勤
務
時
間
割
り
振
り
で
、

庁
当
局
の
再
任
用
者
に
対
す

る
扱
い
が
如
実
に
出
た
。

７
月
１
日
か
ら
の
勤
務
時

平
均
額
を
反
映
し
た
の
だ
か

ら
、
極
端
な
話
、
２
、
３
人

の
企
業
規
模
も
反
映
さ
れ
、

だ
か
ら
こ
そ
最
大
７
％
も
の

賃
下
げ
に
な
っ
た
。
昨
年
の

勧
告
で
す
で
に
反
映
済
み
な

の
だ
。
そ
れ
を
再
度
、
企
業

規
模
を
理
由
と
し
て
引
き
下

げ
る
の
は
ゴ
マ
カ
シ
に
他
な

ら
な
い
。
そ
ん
な
人
事
院
は

い
ら
な
い
。

り
、
本
俸
引
き
上
げ
が
必
要

と
な
る
「
率
」
は
出
て
こ
な

い
と
言
い
切
る
。

変
わ
る
と
い
う
段
階
で
明
確

な
指
示
も
な
い
。
一
部
の
署

で
は
「
嘆
願
書
」
ま
で
出
さ

せ
て
い
る
。

６
月
29
日
付
け
で
庁
か
ら

事
務
運
営
指
針
を
発
遣
。
各

局
は
７
月
３
日
、
各
税
務
署

に
再
任
用
者
の
割
り
振
り
パ

タ
ー
ン
を
伝
達
し
た
。

庁
も
庁
だ
が
、
元
凶
は
、

民
主
党
、
小
泉
首
相
、
人
事

院
に
あ
る
。

間
割
り
振
り
を
職
員
に
選
択

す
る
よ
う
話
が
あ
り
、
職
員

は
時
間
を
選
択
し
た
。
し
か

し
、
再
任
用
者
に
は
何
の
話

も
な
い
。
あ
る
再
任
用
者
が

当
局
に
問
い
た
だ
す
と
「
あ

な
た
は
第
三
種
①
に
決
ま
っ

て
い
る
の
で
選
択
の
余
地
は

な
い
」
と
け
ん
も
ホ
ロ
ロ
。

相
談
を
受
け
た
全
国
税
本

部
が
庁
に
確
認
し
た
と
こ
ろ

基
本
的
に
一
般
職
員
と
か
わ

ら
な
い
、
と
の
回
答
。

週
明
け
か
ら
勤
務
時
間
が

再
任
用
者
の
扱
い

当
局
、
バ
タ
バ
タ
劇

〈
解
答
〉

２
二
金

同
玉

３
四
桂
　
１
二
玉
　
２
一

銀
　
同
飛
　
同
角
成
　
同
玉

２
二
飛
　
３
一
玉
　
４
一

歩
成
　
同
玉
　
４
二
飛
成
ま

で
13
手
詰
。

〈
解
説
〉

２
二
金
と
捨
て

て
　
３
四
桂
が
大
き
な
ク
サ

ビ
。

２
一
銀
以
下
飛
車
を

入
手
し
て
、

２
二
飛
か
ら

は
手
順
の
追
詰
と
な
る
。

と
な
る
と
、
焦
点
は
50
人

規
模
に
引
き
下
げ
た
民
間
給

与
調
査
を
人
勧
に
反
映
す
る

か
ど
う
か
で
あ
る
。

こ
の
調
査
自
体
矛
盾
だ
ら

け
だ
。
昨
年
、
各
地
域
の
賃

金
動
向
に
よ
り
地
域
手
当
を

導
入
し
、本
俸
を
最
大
７
％
、

平
均
５
％
も
引
下
げ
た
ば
か

り
で
あ
る
。
企
業
規
模
に
関

係
な
く
、
そ
の
地
域
の
賃
金

勤務時間
割り振り

時
間
延
長
の
話
題
し
き
り

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

職
場
内
は
７
月
１
日
か

ら
の
勤
務
時
間
延
長
の
話

題
が
し
き
り
。
「
子
ど
も

の
送
り
迎
え
が
不
安
」

「
転
勤
が
市
内
か
否
か
で

生
活
の
危
機
が
」
「
昼
休

み

受

付

は

ど

う

な

る

の
？
」。
…
…

そ
れ
に
し
て
も
昼
食
も

含
め
て
30
分
の
休
憩
な
ど

人
間
の
生
活
と
は
思
え
ま

せ
ん
。

…
…
時
間
外
レ
ク
の
開

始
時
間
は
？
　
管
理
職
は

超
勤
を
把
握
で
き
る
の
？

本
当
に
こ
ん
な
ん
で
大
丈

夫
？

青
年
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

【
四
国
地
連
・
Ｋ
生
】

私
が
働
く
職
場
に
は
労

働
組
合
が
二
つ
あ
り
ま
し

た
。
職
場
に
入
っ
て
す
ぐ
、

人
数
の
多
い
方
の
組
合
か

ら
「
早
く
加
入
し
て
」
と

誘
わ
れ
ま
し
た
が
、
両
方

の
説
明
を
聞
い
て
か
ら
と

思
い
ま
し
た
。
人
数
の
多

い
方
は
、
全
国
税
の
悪
口

が
載
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
く
れ
ま
し
た
。
一
方
、

全
国
税
の
人
は
親
切
に
組

合
や
職
場
の
こ
と
に
つ
い

て
説
明
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
信
用
で
き
る
な
、
と

思
い
全
国
税
に
加
入
し
ま

し
た
。
昨
年
８
月
ま
で
一

年
間
、
組
合
本
部
の
執
行

委
員
と
し
て
、
当
局
と
の

交
渉
の
中
で
も
低
賃
金
の

状
で
は
な
く
今
年
の
確
申

期
会
場
の
状
況
だ
。

杖
を
つ
き
、
腰
が
曲
が

り
、
耳
や
目
が
悪
く
な
り

苦
労
の
人
生
を
歩
ん
で
来

た
に
違
い
な
い
老
い
た

人
々
の
怒
り
、
叫
び
、
哀

願
に
さ
え
思
え
る
悲
痛
な

訴
え
が
方
々
か
ら
聞
こ
え

た
会
場
。

「
去
年
ま
で
は
親
切
に

や
っ
て
く
れ
た
の
に
」
…

一
方
、
職
員
も
心
身
と

も
に
暗
く
、
辛
い
気
分
に

陥
っ
て
い
る
。
局
幹
部
が

署
を
巡
回
し
て
い
た
が
、

青
年
の
生
活
が
良
く
な
る

よ
う
に
要
求
し
て
き
ま
し

た
が
、
税
務
署
の
職
場
に

全
国
税
が
必
要
だ
と
改
め

て
感
じ
て
い
ま
す
。

新
し
い
仲
間
の
加
入
を

心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。

あ
な
た
は
ど
う

指
導
す
る
の
で
す
か

【
近
畿
・
南
大
阪
支
部
】

「
命
と
命
の
ぶ
つ
か
り

合
い
」
。
イ
ラ
ク
で
の
惨

半
日
で
も
い
い
か
ら
実
際

に
お
年
寄
り
相
手
の
巡
回

指
導
を
し
て
み
な
け
れ

ば
、
そ
の
辛
さ
は
解
ら
な

い
だ
ろ
う
。
老
年
者
控
除

撤
廃
で
納
税
の
発
生
し
た

老
人
の
う
つ
む
き
加
減
の

目
や
年
調
で
税
額
ゼ
ロ
に

な
っ
て
い
る
人
が
狭
い
机

で
色
褪
せ
た
医
療
領
収
書

を
猫
背
で
電
卓
た
た
く
姿

…
あ
な
た
は
ど
う
指
導
す

る
の
で
す
か
？

シ
ョ
ッ
ク
！

連
続
し
て
女
性
職
員
退
職

【
東
京
・
江
東
東
分
会
】

「
勤
務
時
間
変
更
で
保

育
園
の
送
迎
が
気
が
か

り
。
私
は
何
と
か
間
に
合

う
署
で
し
た
が
、
昨
年
も

今
年
も
私
の
周
り
で
育
児

と
仕
事
の
両
立
の
難
し
さ

が
原
因
で
職
場
を
去
る
女

性
職
員
が
出
た
の
は
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
突
然
の

こ
と
で
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。

職
場
で
の
フ
ォ
ロ
ー
の
大

切
さ
を
痛
感
し
ま
す
。


